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Abstract We evaluated the severity grades and the skin severity scores of the skin symptoms 
who visited the annual examinations of Fukuoka prefecture in 2003 and 2004. The severity of 
skin symptoms improved significantly in the first 20 years ; nowadays, however, further 
improvement can hardly be observed. More than 36 years have passed since the Yusho incident, 
and about 60 % of the patients currently present no skin symptoms. In contrast, in about 40 
of the patients, characteristic skin symptoms of Yusho, such as pigmentation of skin, black 
comedones and acneform eruptions, could still be observed. Using Peason's correlation coeffi-
cient test and Spearman's correlation coefficient test, we analyzed correlation between "PCB 

pattern" and the blood PCB concentration, the skin severity grade and the skin severity scores. 
However, we could not find out any obvious correlation.

は じ め に

最近 の皮膚科検診 での傾 向は,二 極化 しつつあ

る.約60～70%の 患者 で は油症 に特徴的な皮疹

が全 くないか,あ って もきわめて軽微 なものであ

る.そ の一 方で約30～40%の 患者で はいまだ に

特徴的な皮疹 が残存 してい る.油 症が発生 してか

ら最初 の約20年 では,皮 膚症状 は急速 に改善す る

傾向が あった.し か しなが ら,そ れ以降 は,改 善

する傾向 は鈍化 してお り,大 きな動 きは見 られ な

い.こ の傾 向 は持続す るのか,そ れ ともさ らに症

状の改善がすすみ,特 徴的な皮疹が全 くないか,

あっても軽微なものである患者が増加するのか観

察を継続する必要がある.

2003・2004年 度 の 受診結 果

受診状況

2003年 度 は112名(男 性44名,女 性68名),

2004年 度 は100名(男 性46名,女 性54名)で あっ

た.検 診票 に則 り検診 を行 った.検 診票 の記述 を

もとに皮膚重症度,皮 膚重症度得点数 を決定 した.
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表12003,2004年 度 の皮膚重症度

皮膚重症度

表1に2003年 度,2004年 度 の皮膚重症度 分布

を示す1)～3).皮膚重症度0の 患者 は,2003年 度 は

74名(66.0%),2004年 度 は70名(70.0%)で

あった.皮 膚重症度1以 上 の患者 は,2003年 度 は

38名(34.0%),2004年 度 は30名(30.0%)で

あった.皮 膚重症度IVの 患者 は2003年 度,2004年

度 ともに0名 で あった.ほ とん ど症状がない患者

が約70%前 後で あるの に対 し,い まだ に油症特有

の皮膚症状が残存 して い る患者が約30%前 後 い

る.

皮膚 重症度得点数

表2に2003年 度,2004年 度 の皮膚重症度得 点

数分 布 を示す1)～3).皮膚 重症度 得 点0/1の 患 者

は,2003年 度 は55名(49.1%),59名(59.0%)

であった.2003年 度 と2004年 度 の異 な る点 は,

2/3の 患者が2003年 度 は40名(35.7%)で あっ

たの に対 し,2004年 度 は19名(19.0%)で あっ

た.し か しなが ら,2004年 度 は2002年 度の分布 と

きわめて類似 してい る.現 在 まで も,年 度 による

分布 の若干 の違 いは認 められてお り,こ の,2003

年度 と2004年 度の違 い もお そら くこの範疇 に入

るもの と考 えられた.

血中PCBパ ターン,PCB平 均濃度 と皮膚重症

度得点数

表3に1993,1997,2002,2003,2004年 度 ご と

の血中PCBパ ター ン と血 中PCB濃 度,皮 膚重症

度得点数の推移 あ らわ した.各 パター ンにおいて,

血 中PCB濃 度 は徐 々に低下 して い る.平 均 重症

度得点数の低下 はほ とん ど認 め られず,皮 膚症状

が改善す る傾 向 にあ る,と いう ことは明 らかには

で きなか った.

血 中PCBパ ター ンと皮膚重症度 について

表4に 血 中PCBパ ター ン と皮膚重症度 につい

て まとめた4).1995年 度,2003年 度,2004年 度 に

表22003,2004年 度 の皮膚重症 度得 点数
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表3血 中PCBパ ターン,血 中PCB平 均濃度,皮 膚重症度得点数の関連性

つ いて それ ぞれ ま とめた.Aパ ター ンにつ いて

は,1995年 度,2003年 度,2004年 度 にあき らかな

変化 は認 め られなかった.Cパ ター ンで は,1995

年度 と比較 す ると2003年 度,2004年 度 は重症 度

0の 割合が高 くな り,重 症度 は低下 す る傾 向にあ

る.Bパ ター ンでは,重 症度0が 若干増加 した.

Aパ ター ンで は,現 在 で も油症 に典型 的な皮膚症

状 を呈す る患者が約半数 占める.そ の一 方でCパ

ター ンでは,7割 か ら8割 の患者で は油症 の典型

表42003,2004年 度 の血 中PCBパ ター ン と皮膚

重症度

的 な皮膚症状 は残存 していない ことがあ きらか に

なった.

血 中PCBパ ター ンと血 中PCB濃 度,皮 膚重症

度,皮 膚重症度得 点数の関係 に関す る統計学的

検討 について

2004年 度 において,血 中PCBパ ターン と血 中

PCB濃 度,皮 膚重症度,皮 膚重症度得点数の関係

について統計学的手法 により検討 を行 った.ま ず,

PCBパ ターン とPCB濃 度,PCBパ ター ン と皮膚

重症度,PCBパ ター ン と皮膚重症度得点数 につい

て一元配置分散分析で解析 した ところ,そ れぞれ

有意 に差 がある ことが あきらかになった(表5).

次 にPCBパ ター ンとPCB濃 度,皮 膚重症度,皮

膚重症 度得点数 の相関 についてPeasonの 相 関係

数検定,Spearmanの 順位相 関係数検定 を用いて

検討 した(表6).PCBパ ター ンとPCB濃 度 につ

いては弱い相 関が ある ことが示唆 されたが,そ の

ほか の項 目ではあ きらか な相 関 は認 め られなかっ

た.

考 察

. ■ ■ ・.

2003,2004年 度の皮膚症状 について重症度,重

症度得点数 によ り評価 した.

2001年 度 以前 と比較す る と2002,2003年 度 は

受診者数が増加 した.こ の背景 には,血 液中ダイ

オキ シン類濃度測定が開始 された こと,報 道な ど

により患者 の関心が高 まった ことな どが あるもの

と考 えられる.し か しなが ら,2004年 度 は2002,

2003年 度 と比較 す ると受診者 は減 少 してお り,今

後受診者数 の推移 について注意 を払 う必要が ある

ことが示唆 された.

皮膚症状 につ いては2001年,2002年 度 とほ ぼ

同様 の結果 であった.6～7割 の患者 には油症特

(lost
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表52004年 度における血中PCBパ ターンと血中PCB濃 度,皮 膚重症度,皮 膚重症度

得点数 との一元配置分散分析の結果

表62004年 度 における血中PCBパ ター ンと血 中PCB濃 …度,皮 膚重症度,皮 膚

重症度得点数 との相関

有の皮膚症状は認められなかった.そ の一方で3

割前後の患者では発生後37年 が経過 しようとす

る現在でも油症特有の症状が残存 してお り,二 極

化の傾向が続いている.油症発生後最初の20年 で

は皮膚症状は著明に改善したが,そ の後は改善の

度合いは非常に緩やかなものになっている.こ の

二極化の傾向が今後 どのように推移するのか長期

にわたって観察を続ける必要がある.

PCBパ ターンと皮膚重症度,皮 膚重症度得点数

を統計学的に検討 した報告は現在までな く,今 回

はじめて検討を行った.2004年 度において血液中

PCBパ ターンと血液中PCB濃 度,皮 膚重症度,

皮膚重症度得点数の関係について検討を加 えた.

PCBパ ターンがAパ ターンでは,血 液中濃度 も

高 く,皮 膚重症度,皮 膚重症度得点数 ともに重症

である傾向があったが,統 計学的には強い相関が

認められるものはなかった.し かしなが ら,は じ

めての検討であるため,今 後 さらに検討を繰 り返

し,結 論 を導 く必要がある.

油症は,人 類がPCBお よびPCDFを はじめ と

するダイオキシン類に経口摂取 により暴露された

人類史上 きわめてまれな例であ り,そ こか ら得ら

れる知見 は非常に貴重なものである.今 後 も注意

深い観察を続 け,皮 膚症状がどのように推移する

か把握する必要がある.ま た,皮 膚症状 と検査値

をはじめとする様々な項目との関連性についても

調査する必要がある.
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